
＜新規就農者の確保又は認定農業者の育成に取り組む事例＞ 
 
担い手の育成と｢雪ほたか｣米栽培による集落の活性化 
 
１．集落協定の概要 

市町村・協定名 群馬県利根郡
と ね ぐ ん

川場村
かわばむら

 立岩
たついわ

 

協 定 面 積 
13.8ha 

田（100％） 畑 草地 採草放牧地 

水稲    

交 付 金 額 
110万円 

個人配分                              50％ 

共同取組活動 
（50％） 

農用地の維持管理費                11％ 

農道の維持管理・補修等              29％ 

役員報酬                      5％ 

事務費等                                5％  

協定参加者 農業者 37人  開始:平成17年度 

 
２．取組に至る経緯 

当集落は、川場村の玄関口に位置し、百名山武尊山を背にして水田が連なる美しい

田園景観を有した集落である。この素晴らしい田園景観を維持し、水田環境を発展さ

せていくために、平成１７年度より集落協定を結び取組を始めた。 

現在では、若い農業後継者も協定に参加し、ブランド米である川場村こしひかり「雪

ほたか」の名を高め、「水田環境の特A地域」としての良好な環境を守るために、取り

組みを行っている。 

 
３．取組の内容 

  田園景観を維持し水田環境を発展させるため、水路周辺の草刈り等を共同で実施す

るとともに、隣接する集落と連携し、水路や農道の管理を継続して実施している。 

また、次世代の担い手を確保するため、新規就農者や認定農業者の育成に努め、良

食味に配慮した米作りに集落一体となり取り組んでいる。 

   

 

 
 

 

 

 

 

 

 

【水路泥上げ作業：春】            【草刈り作業：夏】 

 

 

 



 

 

 

 

 
［将来像を実現するための活動目標］ 

 地域の実情に即した持続的な農業生産活動の体制整備のための、新規就農者の確保と認定農業者の育

成。 

 ［活 動 内 容］ 

 

 
 
 
 
 
 

 

４．今後の課題等 

世帯数が少ない集落であるが、非農家も含めた集落内の対話やコミュニケーション
を図り、共同活動の人材と農業の担い手を確保して、集落としての協力体制を整え、
水田面積を減らさないよう努めたい。 

 

 

 

 

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 
（田 13.8ha） 

 
個別対応 

水路・農道の管理 
・水路 556ｍ、農道 1,500ｍ 

年 2 回 清掃、草刈り等 
 

共同取組活動 

農地法面の点検 
（年 2 回及び随時） 

 
共同取組活動 

担い手の確保 
新規就農者の確保 

（1 名増） 
 

共同取組活動 

[集落の将来像] 

世帯数が少ない集落であるが、地域内の対話やコミュニケーションを図り、人材の確保や協力体制を

整え、美しい田園風景を確保し維持しながら、良食味に配慮した米作りを次世代へと繋げる。 

 

集落外との連携 

隣接する集落と連携し、水路や農道の管理を実施。 

［第２期対策の主な効果］ 
○ 担い手の育成 

・新規就農者の確保（2名）、認定農業者の育成（1名増） 
○ 非農家・他集落との連携（集落内の対話により、共同意識の向上と田園景観の維持・保全） 
  ・非農家の参加（20名）、隣接集落との連携 

担い手の確保 
認定農業者の育成 

（1 名増） 
 

共同取組活動 

周辺林地の下草刈り
（0.1ha、年 2 回） 

 
 

共同取組活動 


